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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   宮城県気仙沼高等学校         

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ９８８－００５１  

        宮城県気仙沼市常楽１３０        

  E-mail   info@kesennuma-h.myswan.ne.jp  

  Website   http://www.kesennuma-h.myswan.ne.jp/  

  児童生徒数  男子 356名   女子 359名  合計 715 名 

        児童・生徒の年齢 15 歳～ 18 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

■ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 地方創生 ） 

 

 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
今年度よりＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）の指定を受け，海を素材とし

たグローバルリテラシーの育成に取り組んでいる。平成２８年度に実施したＳＧＨ事業

の主な取り組みは以下のとおりである。 

ａ．地域社会研究（学校設定科目：１年生２４０人で実施） 

自分たちの暮らしている気仙沼の課題について，協働型探究学習に取り組んだ。研究
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の大きなテーマとして，「海と産業」「海と防災」「海と人間」「海の文化」「三陸の自然」

の５領域を設定している。ガイダンスや地域理解講座等から得た知識をもとに研究した

い領域を選択し，その中でも研究内容が類似している生徒どうしが３～５人のグループ

を作り，ＥＳＤの視点を大切にしながら研究テーマを決定した。研究にあたっては，大

学・気仙沼市役所・市内の企業などにフィールドワークや研究のアドバイスで協力をい

ただいた。 

５月：地域理解講座 

５つ領域について，地元有識者の講話を聞き研究テーマ決定の参考とした。 

６月：防災講演会・防災ワークショップ 

気仙沼における過去の災害事例を学んだ。 

１０月：フィールドワーク１回目 

研究テーマに関係する市内の機関・企業を訪問し，研究資料を収集した。 

１１月：中間発表会 

研究成果の中間発表を実施。各班に大学の先生方から助言をいただいた。 

１２月：フィールドワーク２回目 

県内の大学を中心に訪問。研究テーマに関連する最新情報などを収集した。 

１月：成果発表会 

参観者と交流しながら，研究成果をポスターセッション方式で発表した。 

２月～３月：研究成果を大学主催のサミットや連携高校などで発表した。 

 

ｂ．国際理解に関する取り組み 

①英語コンテスト 

１・２学年合同の英語コンテストを実施した。このコンテストでは，学習の成果発表

として代表生徒９名がスピーチを行い，自らの思いを聴衆に熱心に伝えた。１年生を

対象とした「英語暗唱の部」，１．２年生全員が授業での学習をもとに夏期課題として

作成した「自由英作文の部」の２部門を設定した。 

②海外短期語学研修への参加 

ＮＰＯ法人 Ashita Tomorrow の支援により，夏季休業中に短期語学研修プログラム

「Express Yourself」によるニューヨークでの研修に 8 名の生徒が参加した。また，

１１月には「Express Yourself」の現地協力者が来校し，生徒と交流会を実施した。 

③「世界津波の日」高校生サミットへの参加 

１１月，高知県黒潮町で行われた「世界津波の日」高校生サミットに２名の生徒が

参加し，「津波が来た時の人々の危険な行動と心理状態」について英語で発表した。 

④異文化理解講座  

    コミュニケーション力や多様性の育成をねらいとし，希望者を対象とした週１回ＣＳ

（Cross-cultural Seminar）講座を放課後に実施した。気仙沼市に在住している外国出

身の方から，文化や言葉，日本語をどのように学んだかや，海外から見た日本などにつ

いての話を伺った。 

⑤台南市黎明高級中学との交流会 

台南市黎明高級中学校から１６名の生徒が来校。生徒会による歓迎セレモニーや１

年生のコミュニケーション英語の授業に参加するなど交流を深めた。 

   ⑥ＡＰＵ研修 

    ＳＧＨ事業として今年度より実施し，希望者１９名が３月下旬に２泊３日の日程で大

分県にある立命館アジア太平洋大学を訪問。研究活動の発表や大学生とのディスカッシ

ョンを行い，コミュニケーション力や思考力，多様性の向上をねらいとしている。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 
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□ その他（                           ） 

 


